















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































て︵前集︶巻 六～二 を後集巻十 ～十五に改刻している。
︵
8︶
孫潜︵
一六一八
―？︶
は字を潜夫または凱之といい、
句容の人である。
樸学斎抄本を作成した葉樹廉︵
一六一九
―
八五
︶
は室名を樸学斎といい、
孫潜と親しく付き合い、よく本の貸し借りもしていた。
︵
9︶ ﹃
愛日精廬蔵書志
﹄
によれば樸学斎抄本は前集五巻後集五巻であり、
前
集がどのように分巻しているのか記述からははっきり な 。
士礼居抄本
同様の前集四巻と欠落部分 補った補遺の一巻で合わせて五巻と考えるのが自然だろう。
　　　
樸学斎抄本
は莫友芝﹃蔵園訂補郘亭知見伝本書目﹄︵中華書局、一九九
 
一七
楽府新編陽春白雪の系統と復原
書皮が傷んできて帙の一番下に重ねておいたせいで盧前に巻四と誤解されたのだろう。
なお、 ﹃
中国善本書提要
﹄
がこのテキストを二巻と著録する
のは、
目録が巻一と巻三の二冊にだけあったからだろう。
曲牌の整理にも
疎漏が多いし、
巻四は原稿の整理中に葉の順序が混乱したらしく意味の通
じなくなったところ 少なくとも三か所ある。
最大の問題はその作品が誰
のものかという帰属についてで、
かなりの変更が必要になる。
しかもこの
問題は﹃
楽府群珠
﹄
だけでなく、 ﹃
全元散曲
﹄
や﹃
全明散曲
﹄
の修正に
つながるので影響が大き 。
︵
16︶ ﹁
盧疎斎二首
﹂
として収録される盧摯︵
号は疎斎
︶
の作品は現存の﹃
楽
府群玉
﹄
には未収であるが、 ﹃
楽府群珠
﹄
の出所注記に﹁
玉
﹂
と記されて
いることからもともとは収録されていたとしていい。
任訥による﹃
楽府群
玉
﹄
校本︵ ﹃
散曲叢刊
﹄
所収
︶
はすでにこの手法によって、 ﹁
金字経
﹂
のほ
か﹁
折桂令
﹂ ﹁
朱履曲
﹂ ﹁
普天楽
﹂
に含まれる盧摯の作品の輯佚に成功し
、
隋樹森の校本もそれを継承している。
ただし、 ﹃
楽府群珠
﹄
の注記は厳密
なものとはいいがたく、
注記がなくても収録されていた可能性がある。
さ
らに筆者が確認したところ任訥と隋樹森が見落とした
﹁玉﹂
の注記もあり、
﹃楽府群玉﹄の両校本は修正が必要だろう。
︵
17︶
北京の国家図書館には馬廉が﹃
楽府群珠
﹄
を研究したときの資料が﹁
楽
府群珠
﹂
という名称で所蔵されていて、
そのなかでは﹃
楽府群珠
﹄
の出所
注記﹁
全
﹂
を﹁
全集
﹂
と解釈している。
また、 ﹃
楽府群珠
﹄
の注記は略字
が多く、略し方もかなりぶれ ある。
︵
18︶ ﹁上小楼﹂
の
﹁張小山一首﹂
は
﹃北曲聯楽府﹄
前集には未収の作品だが、
これも﹃
陽春白雪
﹄
にあった可能性がある。
それは﹁
上小楼
﹂
がもともと
﹃
北曲聯楽府
﹄
前集に収録されていた形跡があるからである。
既述したよ
うに
楽府群玉
﹄
は﹃
北曲聯楽府
﹄
前集をそのままの配列で取り
込んでい
る
が、 ﹁普天楽﹂と﹁上小楼﹂だけは配置が異なる。特に﹁上小楼﹂は﹃北
曲聯楽府
﹄
前集には未収にもかかわらず、 ﹃
楽府群玉
﹄
と﹃
楽府群珠
﹄
に
︵
13︶
九巻本の書影から、
九巻本が欠落をどう処理しているかが確認できる。
書影には後三︵Ｇ︶
にある劉逋斎﹁
端正好
﹂
套の末尾と関漢卿﹁
一枝花
﹂
套の冒頭が写っている。
六巻本はこの中間に無名氏﹁
一枝花
﹂
套があるの
だが、
九巻本では完全に詰めてしまっているのでこれを見ただけではそこ
に欠落 あるとは気づきようがない。
九巻本はこのように底本で破損して
いる作品は省略して次の作品に続けて ると思われる。
︵
14︶
六巻本は区画
Ｂ
末の張小山﹁
寿陽曲
﹂
三段が欠落している。
十六行祖本
と十行校抄本・
六巻本との間に中間のテキストを設定すれば説明できなく
もないが、
ここは注︵
10︶
でも述べたように九巻本も欠落していて、
筆者
はこれを合理的に説明できるまでに 至っていない
今は無理に系統を組
み立てず、保留にしておきたい。
︵
15︶
排印本﹃
楽府群珠
﹄
には解説を兼ねた盧前自序が一頁あるだけで、
その
日付が一九三五年と古いこともあって十分な情報が得られな 。 ﹃
楽府群
珠
﹄
については、
ほかに任訥﹃
曲諧
﹄
巻二︵ ﹃
散曲叢刊
﹄
所収
︶ 、 ﹃
類聚名
賢楽府群玉
﹄ ︵
上海古籍出版社、
一九八二
︶
の隋樹森﹁
前言
﹂ 、
王重民﹃
中
国善本書提要﹄ ︵上海古籍出版社、一九八三︶にも記載がある。
　　　
構成は盧前本では巻一が中呂宮十五調、
巻二が南呂宮六調、
巻三が双調
二調、
巻四が中呂宮六調となっていて小論もとりあえずこれに従うが、
こ
れははなはだ問題が多い。
筆者が実見したテキストにはいずれも巻の表記
はなく、
盧前が便宜的に番号を付けたものと断定していい。
しかしもし番
号を付けるなら、
盧前本でいえば巻四、
巻一、
巻二、
巻三の順に番号を振
るべきである。
それは﹃
楽府群珠
﹄
が﹃
太和正音譜
﹄
の曲牌配列を意識し
てい から 、
順序は中呂宮、
南呂宮、
双
調の順
、
そして中呂宮の二巻は
巻四、
巻一の順でなければならない。
このことは台北の国家図書館所蔵本
を見るとはっきりする。
このテキストは四冊一組で巻と冊が対応してい
て、
盧前も使用していることが自序から確認できる。
その巻四の書皮は他
の巻より傷んでいて、
これが第一冊だったことを明らかに物語っている。
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︵
二
〇
一二
︶
は採録されている。
これは本来﹁
上小楼
﹂
が﹃
北曲聯楽府
﹄
前集に収録さ
れていたことを示している。
おそらく現在の﹃
北曲聯楽府
﹄
整理時に欠落
が生じたのだろう。
︵
19︶
盧前本の
﹁呉克斎十一首﹂
を原本に即して厳密に説明すれば、
標記は
﹁呉
克斎十二首
﹂ 、
実際の収録数は十一首という意味である。
盧前本は原本の
標記をかなり改め るので、
正確な復原を期するためには原本の参照が
必須である。
︵
20︶
劉逋斎の﹁
四塊玉
﹂
二首は、
同様の理由で十六行祖本の復原からも除外
した。
劉逋斎にはこのほかにも九巻本の後一︵Ｅ︶
に﹁
寨児令
﹂
一首があ
り、
小論では最後まで利用できていない。 ﹁
寨児令
﹂
は越調の小令である
から本来なら区画
Ｄ
に配置されるはずだが、
この部分は元刊本、
残元本、
九巻本が完全に一致しているので、
ここに移動する余地はまったくない。
劉逋斎の﹁
四塊玉
﹂ ﹁
寨児令
﹂
計三首は今回の復原では
すべて保留とせざ
る
をえなかった。
一九
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